
7 

第２章 地方自治体の取り組み 

「多摩市若者会議について」 

西村信哉 氏（多摩市企画政策部企画課 企画調整担当主査） 

満井航平 氏（ 同          企画調整担当）   

（第 1 回研究会でご講演いただいた内容をご確認いただき掲載しています。） 

 

１．はじめに 

 多摩市役所から来ました西村と申します。私は今、多摩市にある自治基本条例

などを担当しております。本日は 3 年間（2017 年～2020 年）、市の事業として

取り組んできた多摩市若者会議についてお話をします。2016 年に「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」を策定した際、若い層（20 歳から 39 歳）の流出への危機

感が高まり、若者会議の検討・実践に入りました。そして 3 カ年のプロジェクト

が終了した後も、模索しながらではありますが、自立運営のかたちで同会議のコ

アメンバーを中心に活動を継続しています。 

 

２．多摩市若者会議とは 

（１）提案から実践まで 

 2017 年（平成 29 年）から総合戦略目標年度の 2019 年度（平成 31 年度）ま

で、3 カ年の事業として多摩市若者会議をやろうということになりました。その

ときにファシリテーターになってもらったのが、総務省の地域力創造アドバイ

ザーに任命されている林田暢明氏です。同氏は調布と福岡の 2 拠点で活動をさ

れていてカフェの運営などをされているほか、教育関係などを含めて地域関連

の取り組みをされています。 

 なぜ、若者会議をやろうとなったのか。もともとは 2016 年（平成 28 年）に

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定した際、若い人たちがどんどんと流

出してしまうことに対して危機感が高まりました。 

 多摩ニュータウンは 1971 年に入居が始まって人口が増えていきましたが、そ

のニュータウンも高齢化が進展。近くに大学が結構あることから学生は多く、総

人口は 10 年間（2005 年～2015 年）でほぼ変わらないものの、若者人口（20 歳

から 39 歳）は同 10 年間で 4 万 6728 人（若者人口割合 32.0％）から 3 万 4131

人（同 23.3％）に減少しました。こうした状況を踏まえ、若い世代にまちづく

りなどに関わってもらいたいと。 

 当初は多摩市にゆかりある若者が一堂に会して、そこから意見を聞いて市の

施策に生かそうというような取り組みを意図していました。けれども、やってい

くうちにまちの魅力づくりを自ら提案し、それを挑戦、活動していこうという方

向へ軸が変わっていきました。そうしたことを経て若者世代が主体となって「住
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んでみたい」、「訪れてみたい」というような魅力づくりを考えてもらい、それを

発信する多摩市若者会議をスタート、実行委員（コアメンバー）を中心に活動の

輪を口コミや SNS 等を活用しながら広げていきました。 

 若者会議は市として 3 年間の事業として始めました。ファシリテーターの林

田氏とも、「3 年間でうまくいかなかったら、その先もうまくいかないだろうか

ら、ぱっと手を引ける 3 年間で区切ったやったほうがいい」と覚悟を決めまし

た。そして最初は主に 39 歳以下の若者（近隣の大学生・社会人等）としていま

したが、今は若干緩やかになり、気持ちが若く自ら活動してみたい自称 39 歳以

下だったらいいということにしています。 

 若者会議では、参加メンバー同士の対話を通じてこれまでにないアイデアを

生み出す。さらにアイデアを出して終わりではなく、提案者である若者自らがプ

ロジェクトを企画、実践していく。こうした一連の流れがこの活動の魅力となっ

ていきました。 

 

（２）予想を上回る参加者、拠点となるカフェ創設 

 若者会議をいざ実際にやってみると、期待感があったのか、予想以上の反響が

ありました。参加者は、多摩市内に限らず市外からも足を運んでもらい、当初の

3 年間で総計 735 人に。ワークショップは年間 5 回ほどしましたが、100 人規

模の会議室が埋まるほどでした。平均年齢は 27.8 歳で、学生が 4 割、会社員・

自営業が 4 割、市の職員にも声を掛けたこともあって公務員他も 2 割ほどいま

した。 

 当初は市内の若者の関心を引くと考えていましたが、ふたを開けてみると、市

内が 3 割で、近隣の市など外から参加した人が全体の 7 割を占めました。その

半数が若者会議というその取り組みに興味を持ってもらったり、地域のまちづ

くりに関わることに興味がある方々です。内容的に満足だという声も多く

（88％）、継続的な参加も 8 割を超えました。 

 若い世代を中心としつつも、子育て世代や職種もさまざまで、そうした幅広い

層と一緒に活動することで考えが深まり、面白いという声も多かったです。 

 市の事業としての 3 年間で何をしてきたか。まずは未知カフェ（MichiCafe）

を創設しました。1 年目にまちに対する提言を取りまとめたのですが、公園をも

っと活用しようであったり、企業と連携をしようといったよくある提案もあり

ましたが特に面白かったのは、若者会議という場にすごく価値や魅力を感じて

もらい、いつでも集まれる自分たちの拠点をつくりたいということです。それを

2 年目～3 年目でやろうということになり、クラウドファンディングをするとと

もに自分たちで内装工事などもして同カフェをつくり、そこを舞台にさまざま

なイベント等を開催しました。 
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 このほかで注目を集めた 1 つが、公園や遊歩道を活用し、自分たちで達成で

きたまちづくりプロジェクトです。車道でない遊歩道（歩行者専用道路）もカメ

ラを背負って撮影し、Google のストリートビューで見られるようにしようと。

これは、多摩ニュータウンは駅から公園・団地・学校をつなぐ、車道と分離した

緑の多い遊歩道網が張り巡らされているため、その特徴を発信する取り組みを

みんなで力を合わせてやろうといって実施したものです。また、いろいろな地域

イベントに若者会議として参加をするなかで、「若い人の力を借りたい」という

人たちとの接点もできましたし、「全国まちづくり若者サミット」の開催協力、

地域課題のコンテストに参加等、市外での活動も行いました。 

 

（３）チャレンジできる場があることがまちの魅力 

 市の事業として 3 年間が終わっての総括です。もともとは「若者会議からま

ちの魅力を生み出そう」と取り組みを始めたわけですが、次第に参加者からは

「若者がチャレンジできる場があること自体が多摩市というまちの魅力だ」と

いう声が増えていきました。また、参加したことで「仕事にも、自分の生活にも

役に立った」と言ってくださる方もいました。それらを踏まえて、若者が参加し

やすく、チャレンジできる場を継続していこうと。そのために実際につくった未

知カフェを拠点にしてフル活用していく。そういったことが実行できるような

法人を設立するといったことが、この 3 年のまとめでした。 

 あらためてこの 3 年間でどういった成果があったのかを見ていきます。 

1 つはアイデアをいろいろと提案し、それを実践できたことです。入れ替わり

ながらも常時 40 人ほどのコアメンバーが、アイデアを口にするだけではなく、

実際に行動に移してきました。 

 シティセールスにつながったことも成果の 1 つです。テレビ・雑誌・Web 等

のメディアでも、「高齢化したまちというイメージが先行するなかで若い人たち

の活動が芽生えてきた」というニュアンスでニュースに取り上げてもらえるこ

ともありました。こうした発信によって自治体や企業の方からの視察など注目

もされ、さまざまなつながりができました。 

 3 つ目は、自立した団体が設立されたことです。当初は 3 年間だということで

始めましたが、そのなかで「チャレンジできる場があればいいよね」というよう

になり、そこでこれを自分たちで続けるか、もうやめるかの判断に迫られました。

そこで「継続してやっていきたい」という意向があり、コアメンバー5 人が合同

会社 MichiLab を立ち上げました。 

 そして 4 つ目は、若者の地域参加や行政参画につながった点です。こうした

団体がいることで市と若者の接点になり、このメンバーが市職員になるケース
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もありましたし、行政が主催するワークショップの参加者をこのなかから紹介

したりもしています。こうしたことから近隣の市などからは「若い人たちと一緒

にやれているよね」というように見てもらえたり、実際にわれわれも「やれてい

るのではないか」という手ごたえを感じています。 

 

３．自立運営へ 

（１）学生などコアメンバーも事業に参画 

 多摩市若者会議の自立運営は 2020 年（令和 2 年）4 月から始めました。若者

会議の主な取り組みは、ワークショップ（年 4 回程度）のほか、フィールドワー

ク（年 2 回程度）、コアメンバー会議（月 1 回）、そして前述した自らつくった

未知カフェの運営などです。 

 この若者会議を運営するのが合同会社 MichiLab です。ただ、この合同会社に

出資した多摩市若者会議有志メンバー（社会人）だけで何かをするわけではあり

ません。若者会議に緩やかに集まる学生なども含めたコアメンバーも事業に参

画するようなスキームでやっています。しかし設立後、すぐにコロナ禍となって

しまい、未知カフェの運営が少し止まったりするなど試行錯誤しながらやって

いるというのが現在までの状況です。 

 

（２）コロナ禍でも活躍の場が広がる 

 自立運営後の活動レポートを見ていきます。なお、多摩市としても「自立した

から、そちらでどうぞ」ではなく、市も若者会議の運営の中心で一緒にやってい

くパートナーのような感じで継続的に関わっています。例えばできるだけ一緒

にやっていくような場をつくるなど、伴走していくことを心掛けています。 

 ワークショップについては、コロナ禍の影響でオンラインを主体にしていま

したが、2022 年度に入ってからはリアルで開催。やはりさまざまな人たちが実

際に会って声を聞く場というのはすごく熱気があり、コロナ禍でもオンライン

で継続してきたことが生きていると感じています。 

 感染症対策として未知カフェ等でもオンラインを活用するなどしましたが、

ほかの地域団体よりもそうしたことの導入は比較的早く、そのスキルも磨かれ

ました。高齢化の進む地域の方たちからも「オンラインで会合やイベントを開き

たい」といったニーズが高まり、そこへ若者会議のメンバーが手伝いにいくなど

活躍の場が広がりました。 

 コロナ禍でも、いろいろなアイデアの実践は継続していました。公園や遊歩道

に本を並べるイベント「多摩 BOOK さんぽ」や、カフェの食材を貸農園で育て

たり（未知畑ハーベスト）、そのほかにも子どもたち向けの取り組みをしながら

子育て世代と一緒に何かをやっていくようなシーンづくりに重点を置き、実行
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に移しています。 

 学校との連携も強まっています。若者会議の取り組みの意義等を講演で理解

してもらったり、地域活動に出ていくきっかけを学校と一緒にできればいいな

と考えています。学校側から依頼されることも増えています。市内にある私立の

学校では、授業の一環で積極的に若者会議や多摩市役所と連携して地域に出て

行くようなことを実施してきて、学校側からは「教育効果が高い」と感謝をされ

ています。 

 

（３）地域からの期待も高まる 

 自立運営後のこうした活動はまだ模索しながらではありますが、成果は次の

ようなことがあるのではないかと見ています。 

 1 つ目は地域からの期待です。地域活動のなかでは、若年層の参加、動画やオ

ンラインを使った展開がよくある困りごとになっていますが、その点で若者会

議はうまくマッチしているといえます。実際にそういう観点で期待を受けたり、

取り組みに参加することも多いです。ただ、約束事を守るであったり、期限を守

るといったところでは少々弱い部分もあり、「少し大目に見てください」などと

フォローしながらやっています。 

 2 つ目は次世代の活躍の出番づくりにも一役買っています。地域で活動できる

場所をつくるために、会議が目的なだけではなく、そこにさまざまな人たちが興

味を持って参加してくれて、その人たちの次のステージをどんどんとつくって

いく。これが若者会議のミッションなのではないかと考えています。 

 例えば音楽やアートの取り組みも広がっており、そこへはそうしたことに興

味があるメンバーが主体的に参加をしてくれています。一例を挙げると、商店街

の空き店舗のシャッターに絵を描くというアイデアを実行したところ、関心を

持って多くの人が集まり、新規メンバーも増えました。地域の人の目を引く取り

組みということもあり、活動をより活性化させるきっかけにもなったのではな

いかと見ています。加えて高校や大学生主体の事業であったり、前述した学校と

地域に関わる授業を一緒にやるなかで10代のメンバーの掘り起こしもしていき

たいと考えています。 

 3 つ目は、外部でのアイデア発信にも力を注いでいます。東京大学の「チャレ

ンジオープンガバナンス！！」や、市町村が集まった観光の取り組み「多摩地域

マイクロツーリズムプロジェクト」などにも積極的に参加し、新たな機会を得て

いく。そこから実際に地域の商店主たちと一緒になって実施する取り組みに広

がった事例もあります。 

 4 つ目は、市役所・行政との関わりも増えています。例えばフィールドワーク

であったり、審議会への参加、公園の活用等です。社会実験的な取り組みもそこ
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に含まれますが、更新時期を迎えている多摩ニュータウンをどう更新していく

か若者意見を聴取する上で重宝がられるなど、幅広く関わりを持ってやれてい

ます。 

 

 

 

【質疑応答】  

 

Ｑ 合同会社は何人の出資者で設立し、現在の若者会議のコアメンバーの人数

はどのくらいですか。 

 

Ａ 合同会社の出資者は５名です。若者会議のコアメンバーは、会議に参加する

だけではなく、活動したいと手を挙げて LINE グループ等の連絡網に入って

いる方々が今 80 名弱ほどいます。ただ、出入りが自由な場でありますので、

一度入ってから「この時期はちょっと忙しい」と参加しないこともありますか

ら、流動的なメンバーになっています。 

 

Ｑ これは 39 歳以下ということですか。 

 

Ａ 基本的には 39 歳以下です。ただ、それより上の年齢でも、心が若い方とい

いますか、挑戦したいという方は自称 39 歳でもオーケーですし、活動の途中

に 30 代から 40 代になるケースも問題はありません。 

 

Ｑ 多摩市若者会議を最初に「つくろうよ」と実質的に立ち上げたのはどこにな

るのでしょう。 

 

Ａ 最初は、市の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定のなかで若い人が

集まる場をつくりたいというところから始まりました。ですから、市が主導と

いうことになります。 

 

Ｑ 各地を回っていてよく聞くのは、ある年代層の人たちがあまりにも分厚く

なってしまい、若い人たちが意見を述べにくくなっているというような構造

的な問題です。多摩ニュータウンなどは今、どういう状況ですか。 

 

Ａ 多摩市も、そうした各地と同様の構造的な問題はあります。自分たちが気に

入って移り住んだ世代の方々は地域に根付いて頑張ってきてくれましたが、2
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世代目、3 世代目となるなかで、どうしても便利な都心に流れていってしまう

人は多いです。 

 

Ｑ 総合戦略を練るなかで若者会議が出てきたということですが、市長もその

点にコミットしていましたか。 

 

Ａ はい、市長の関心が高かったことは間違いないです。 

 

Ｑ 市の事業だった 3 年間に総計 735 名の参加があったということで、たくさ

んの方に関心を持って来てもらったのだという印象を持ちました。この際に

はどのような広報をされたのでしょうか。 

 

Ａ 最初はもちろん市のホームページや『広報』等にも載せましたが、大きくは

2 つあります。1 つは、ファシリテーターの林田氏が別の地域で活動していた

方々を立ち上げのコアメンバーとして引き連れてきてもらいました。ここで

動きをつくって見せていく。もう 1 つが、企業や大学に市役所のわれわれが

回って呼びかけをしました。 

 

Ｑ 企業や大学に足を運んだ効果はありましたか。 

 

Ａ それほど打率は高くはなかったものの、そこのつながりで徐々に広がって

いくという手応えはありました。マスでというよりも、個別に連絡をするなか

で一人ひとりの顔が見えてくると好反応も伝わってきて、そこから「次もいっ

てみようか」というように次第に広がっていきました。 

 

Ｑ ホームページや『広報』を見て、単身で乗り込んできたようなケースもある

のですか。 

 

Ａ もちろんあります。本日、一緒に参りました市職員の満井もそのかたちで若

者会議に参加した 1 人です。 

 

Ｑ それはどのあたりがフックになったのでしょうか。 

 

Ａ 私の場合は少し特殊かもしれませんが、大学で行政の『広報』も含めた紙の

媒体を若者があまり見ないことに着目し、これからのメディアがどうなって

いくかを探っていました。そのなかで多摩市の『広報』を手に取ったときに「若
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者のまちづくり」という文字を目にして関心を持ったのが始まりです。市外か

らではありますが、私自身も千葉県のニュータウン出身で当事者意識を持て

るような環境にあったことから、1 回参加してみようと。その結果、参加者同

士のコミュニケーションがすごく密で、市外から来ている人も結構いたため

に親近感を持てました。そういう意味では「場」の多様性がかなりあったこと

も、フックになったのではないかと見ています。 

 

Ｑ 参加者同士のコミュニケーションが密というのは、一度参加するとメンバ

ーは SNS 等でつながりができる感じだったのですか。 

 

Ａ そうです。当時、「よかったら、君もコアメンバーになってみないか」とい

うことで LINE メンバーになりました。そうした「誰でもどうぞ」という雰

囲気のなかで囲い込まれた感じではあります。 

 

Ｑ 今も市外の方々が多いということですが、そのことについて市役所内や議

員のなかから「どうして市外の人たちに」というような反対の声は上がらなか

ったのでしょうか。 

 

Ａ 市役所のなかではそうした声はそれほどなかったです。この周辺は道路向

こうが別の自治体というような感覚もありますし、若い人たちが多摩市をフ

ィールドで何かをやってくれるという期待感が強かったのではないかと思い

ます。議員の方からは「これでどのような成果が出るのだ」、「人を集めてどう

するのだ」という声もありましたが、「1 回活動をさせて、そこでどのような

動きをつくっていけるかを見守ってほしい」と。ちょうどいい時代の流れもあ

ったのでしょうけれども、そうしたことから、どちらかというと温かく見守っ

てくれるムードがありました。 

 

Ｑ 最初の 3 年間、自立運営の前は市が直営というかたちですか。 

 

Ａ そうです、はい。 

 

Ｑ 独立して団体をつくろうというとき、なぜ NPO 法人や一般社団法人ではな

く、合同会社、いわゆる営利のほうの会社をつくることになったのですか。 

 

Ａ 話し合いの過程のなかで、合同会社は手続きが簡便だというのが 1 つはあ

りました。それと未知カフェは、家賃を支払っていますし、そこでの収益を次
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の若者の活動に回していくという意向などを踏まえて選んだのかと思ってい

ます。 

合同会社のメンバーの皆さんも会社員の人たちですから、ビジネスとしてや

っていこうと考えたときには、NPO や公益系などではなく、簡便な合同会社

にしたという感じらしいです。 

 

Ｑ 現在、若者会議と市との関係性は「協働」となっていますが、具体的にはど

のようなものですか。 

 

Ａ 市との関係では、合同会社にいくつかの委託をしています。1 つは若者会議

の運営です。新たな若い人を集めて、そうした次の参加者の方々とまちをつく

っていく活動を継続してやってほしいと。あとは市内の地域協働、さまざまな

人たちが関わっていく中間支援機能として委託していて、「業務として役割を

やってください」というお願いをしています。 

 

Ｑ 委託額はどのくらいですか。 

 

Ａ 若者会議は 50 万円以内で、中間支援は 40 万円程度です。 

 

Ｑ 満井氏は、若者会議に参加された後に市役所の職員になられたということ

ですが、その辺の思いについて聞かせていただければ。 

 

A 私は千葉県出身のため多摩市には特に縁があったわけではないですが、若者

会議に参加してみると、若い人たちのほか、企業や市の職員の皆さんにも出会

えました。その異業種や多世代の方々が「市をよくしよう」、「物事を起こそう」

という思いを持ってコミュニケーションできる場があることに学生の私とし

てはすごくワクワク、ドキドキしました。そこから、この場を継続していきた

いし、そこに支援的な立場でも関わっていきたいという思いを持ち、多摩市の

職員になったという流れがあります。 

 

Ｑ 実際に市役所に入ってみていかがですか。 

 

Ａ 市役所の職員になって 4 年目になりますが、私が入庁した当時はコロナの

影響が大きかったこともあり、若者会議の業務はオンラインでの開催からの

スタートとなりました。その中で、若い人たちができるだけ参加しやすく、声

が出しやすい環境を維持していく働きかけをしたいと考えていたものの、オ
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ンラインでは若い人たちが意見を言いにくくなりがちな面もありました。そ

の課題を強く感じていたことから、オンライン以外で若者の参加メンバーと

密にコミュニケーションをとり、参加しやすいような風土づくりを意識的に

取り組んだ結果、今でも継続的に参加してくれている若い人たちもいるのか

なと。そういった心理的な障壁を減らすという部分での役回りは、うまく立ち

回れたのではないかと思っています。 

 

Ｑ 趣旨からいえば、この若者会議が多摩市の何か政策を提言して、それを実現

するといったようなことはないのですか。 

 

Ａ もともとはそういうことも想定をしてはいました。けれども、市の施策とな

ると時間がかかってしまいます。加えて、自らのできるところでやっていく面

白みを見いだしたいと考え、市の取り組みに関わっていくことはあまりして

いません。また、市の政策に対しては、気づいたことを提言してもらったり、

若い世代の参加者の委員として会議体に参加してもらって声を聞くことはあ

りますが、その声をダイレクトに実現させるかたちに持っていくということ

にはなってはいないです。 

 

Ｑ 若者会議という組織としてはどうですか。例えば、ワークショップをする際

に「こういう市の政策テーマについて議論をしてもらえないか」といった依頼

だとか。 

 

Ａ 若者会議のなかでそうした市の政策テーマを必ず受けて議論することはな

いです。市がワークショップ等を仕掛けたときに、そこに若者会議メンバーに

参加を呼び掛けるような関係性ではあります。 

 

Ｑ 組織的に若者会議の意見を聞くということはないと。 

 

Ａ それはないです。 

 

Ｑ 現在、若者会議のコアメンバーは約 80 名ですが、その属性は多様ですか。 

 

Ａ 社会人のほか、学生も中学生から高校生、大学生とそれぞれいますので、多

様だと思います。 

 

Ｑ 若者会議のコアメンバーの男女比はどうですか。 
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Ａ 男性のほうが少し多い程度で、どちらかに偏っているほどではありません。

合同会社 MichiLab の出資者については全員が男性です。 

 

Ｑ 地域のなかでいろいろと活動をしていくなかで自治会などと摩擦があった

り、調整が必要なときはありますか。 

 

Ａ 若者会議のさまざまな活動のなかで自治会と接することはあります。例え

ば防災では、動画を撮影しながら災害時の備蓄品を開けるなどといったこと

をしていますが、これはまさに自治会の取り組みに参加して行ったものにな

ります。タイミング的にもコロナ禍だったこともあり、どちらかというと歓迎

されているのではないかと見ています。 

 

Ｑ 市が自治会等との仲介をするといったことはないのですか。 

 

Ａ 折衝は基本的に若者会議のメンバーがします。市としてはその地域にはど

ういう団体があるといった情報はお伝えしています。 

 

Ｑ 今、私が座長をしている多摩市の自治推進委員会では、それぞれの地域の特

性に合わせてプラットフォーム的なものをつくりましょうということで、4 カ

所をモデル地区としてやっています。実はこのうちの 2 カ所を合同会社

MichiLab が担当しています。そういったところに若者会議の若いメンバーが

入ってファシリテーション的なこともやりつつ、その地域のいろいろな場づ

くりに関わっています。これによって地域の若い人も参加しやすくなる効果

があるようです。なお、自治推進委員会では毎回、市民参加で激しい議論をお

こなっており、その議事録は多摩市のホームページでも見ることができます。

そこへも若者会議のメンバーがほぼ毎回オブザーバーとして参加してもらっ

ています。 
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。
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踏
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取
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。
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。
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が
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あ
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、ワ
ー
クシ

ョッ
プ
へ
の
参
加
者
を

紹
介
す
る
こと
が
で
きま

した
。

●
また

、令
和
2年

度
は
、「
合
同
会
社
M
ic
hi
La
b」
と連

携
して

、本
市
の
課
題
の

１
つ
で
あ
る
「若

者
の
地
域
へ
の
参
加
、行

政
へ
の
参
画
」に
向
け
て
、パ

ー
トナ

ー
とし

て
取
り組

ん
で
も
らい

ます
。若

者
自
らが

実
際
に
参
画
して

得
た
経
験
や
ネ
ット
ワ
ー
ク

を活
か
し、
若
者
の
参
画
促
進
を、
とも
に
研
究
して

い
きま

す
。

◇
テ
レ
ビ
N
H
K
「
お
は
よ
う
日
本
」
・
多
摩
テ
レ
ビ
「
T
T
V
-N
O
W
」

◇
新
聞

・
朝
日
新
聞

・
読
売
新
聞

・
毎
日
新
聞

・
東
京
新
聞

◇
そ
の
他

・
ぎ
ょ
う
せ
い
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
2
0
1
9
年
5
月
号

・
都
政
新
報

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

◇
視
察
：
伊
賀
市
、
日
立
市
、
箕
面
市
（
議
会
）
、
愛
知
県
東
浦
町
、
横
浜
市
泉
区
、
大
和
ハ
ウ
ス

●
中
で
も
、資

金
をク
ラウ
ドフ
ァン
デ
ィン
グ
に
より
調
達

した
、「
未
知
カフ
ェ」
の
整
備
、多

摩
市
の
遊
歩
道
の

魅
力
を発

信
す
る
た
め
、重

い
カメ
ラを
担
い
で
数
十
キ

ロの
距
離
を歩

い
て
撮
影
した

「G
oo
gl
eス
トリ
ー
ト

ビュ
ー
に
よる

遊
歩
道
の
撮
影
」は
、大

きな
反
響
が
あ

り、
「住

ん
で
み
た
い
」、
「訪

れ
て
み
た
い
」と
思
え
る
ま

ち
の
魅
力
の
創
出
と発

信
に
つ
な
が
りま
した

。

合
同
会
社
M
ic
h
iL
a
b
（読
み
：ミ
チ
ラ
ボ
）

設
立
：2
0
2
0
(令
和
2
)年
4
月
1
3
日

資
本
金
：
1
0
0
万
円

代
表
社
員
：
髙
野
義
裕

業
務
執
行
社
員
：髙
木
康
裕
、
松
井
晋
作
、
髙
橋
良
輔
、
進
谷
憲
亮

顧
問
：林
田
暢
明
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多
摩
市
若
者
会
議
【
自
立
運
営
令
和
２
年
～
】

令
和
2年
4月
1日
~

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
た
多
摩
市
若
者
会
議
の
月
例
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
を
実
質
的
な
合
同
会
社
M
ic
hi
La
bの
意
思
決
定
機
関
と
し
、

コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
M
ic
hi
La
bの
当
事
者
と
し
て
参
加
で
き
る
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。

こ
の
仕
組
み
は
今
後
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。
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多
摩
市
若
者
会
議
【
自
立
運
営
後
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
】

１
多
摩
市
若
者
会
議
（
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
）
の
開
催

令
和
2年
4月
1日
~

３
感
染
症
対
策
中
に
お
け
る
活
動

４
学
校
連
携

２
実
践
した
ア
イ
デ
ア

●
オ
ンラ
イン
未
知
カフ
ェの
開
催

●
市
民
団
体
等
の
オ
ンラ
イン
運
営
支
援

・せ
い
せ
き
音
フェ
ス
・J
sm
ile
八
角
堂
イベ

ント
・多

摩
市
役
所
主
催
イベ

ント
・神

奈
川
県
政
策
形
成
実
践
研
究
会
・全

国
まち

づ
くり
若
者
サ
ミッ
ト（

写
真
右
）

・市
民
団
体
の
オ
ンラ
イン
会
議
・配

信
支
援

■
多
摩
大
学
附
属
聖
ヶ丘

中
学
校
・高

等
学
校

■
恵
泉
女
学
園
大
学

■
東
京
都
立
永
山
高
校

■
東
京
都
立
大
学

■
帝
京
大
学

●
多
摩
BO
O
Kさ
ん
ぽ
（
写
真
左
）

●
ハ
ロウ
ィン
道
中
こど
も
11
0番

の
家

●
ヒト
とペ
ット
の
一
次
救
命
勉
強
会

●
未
知
畑
ハ
ー
ベ
ス
ト（

貸
農
園
）
（
写
真
真
ん
中
）

●
へ
べ
れ
け
ウォ
ー
キ
ング

（
日
本
酒
イベ

ント
）

●
どう
ぶ
つ
を見

な
が
ら絵

をか
こう
！
（
移
動
型
動
物
園
）
（
写
真
右
）

●
まち

な
か
清
掃
プロ
ジ
ェク
ト

●
令
和
2年

度
か
ら若

者
会
議
の
コア
メン
バ
ー
が
ファ
シ
リテ
ー
ター

を担
当
し、
ワー

ク
シ
ョッ
プを
開
催
して

い
ま
す
。様

々
な
メン
バ
ー
が
ファ
シ
リテ
ー
シ
ョン
を
経
験
しま
した

。
<
開
催
実
績
>

令
和
２
年
度

①
６
月
25
日
、②

９
月
25
日
、③
11
月
20
日
、④

１
月
15
日

令
和
３
年
度

①
６
月
25
日
、②
10
月
８
日
、③
11
月
20
日

※
２
年
度
３
年
度
は
オ
ンラ
イン
主
体

令
和
４
年
度

①
９
月
25
日
、②
12
月
16
日
、③

１
月
20
日

※
４
年
度
は
リア
ル
開
催

●
若
者
会
議
の
取
り組

み
や
地
域
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
の
講
演
や
、地

域
活
動
の
解

決
す
る
アイ
デ
アを

具
体
化
す
る
ワー

ク等
を実

施
しま
した

。
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多
摩
市
若
者
会
議
【
自
立
運
営
後
の
成
果
】

１
地
域
か
らの

期
待

令
和
2年
4月
1日
~

2
次
世
代
の
活
躍
の
出
番
づ
くり

3
外
部
で
の
ア
イ
デ
ア
発
信

4
市
役
所
・行
政
との
関
わ
り

●
アイ
デ
アコ
ンペ

テ
ィシ
ョン
へ
の
参
加

・東
京
大
学
チ
ャレ
ンジ

オ
ー
プン

ガ
バ
ナ
ンス
!!
（
CO
G）

・多
摩
地
域
マイ
クロ
ツー

リズ
ム
プロ
ジ
ェク
ト

「た
まこ
ろ
りん
」・
・・
多
摩
市
内
の
飲
食
店
をガ

チ
ャガ
チ
ャで
盛
り上

げ
よう
と立

ち
上

が
った
プロ
ジ
ェク
ト。
ガ
チ
ャガ
チ
ャの
景
品
デ
ザ
イナ

ー
に
な
る
夢
を
抱
くメ
ンバ

ー
が
実

施
しま
した

。

●
ぱ
らあ

ー
と多

摩
市
み
ん
な
の
美
術
作
品
展
（
障
害
福
祉
課
）

●
「全

国
地
域
づ
くり
人
財
塾
」フ
ィー
ル
ドワ
ー
ク・
登
壇
（
総
務
省
）

●
多
摩
市
子
ども
・若

者
総
合
支
援
条
例
検
討
委
員
会
（
児
童
青
少
年
課
）

●
多
摩
市
総
合
計
画
審
議
会
（
企
画
課
）

●
多
摩
中
央
公
園
パ
ー
クマ
ネ
ジ
メン
ト検

討
会
（
公
園
緑
地
課
）

●
た
ま気

候
み
らい

プロ
ジ
ェク
ト
（
環
境
政
策
課
）

●
音
楽
や
ア
ー
トの

取
組
み
で
は

新
規
メン
バ
ー
の
活
躍
の
場
に

●
高
校
や
大
学
生
主
体
事
業
の
実
施

地
域
探
究
授
業
な
どの
関
わ
り

●
地
域
活
動
の
中
で
の
困
りご
とで
あ
る
、

・若
年
層
の
参
加

・動
画
や
オ
ンラ
イン
で
の
活
動
展
開

とい
った
視
点
で
期
待
を受

け
地
域
の
行
事
や
取
組
み
に
参
加
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